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岩手県沿岸から得られた稀種アマクサウオ
Liparis bikuninの記録
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Yoshiaki Kai* and Tsutomu Noda. 2017. A rare snailfish, Liparis bikunin, collected企om
Iwate, Japan. Japan. J. Ichthyol., 64(1): 55-57. 
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Abstract A single mature female specimen of the rare snailfish Liparis bikunin Matsubara 
and Iwai, 1954 was collected from a scallop aquaculture ground in Miyako, Iwate, Japan. 
The specimen, representing the southernmost record and second overall of the species, is 
described in detail, including the proximal pectoral radials. The species has been incorrectly 
characterized as having the anus closer to the anal-fin origin than to the pelvic disk in 
previous descriptions. 

*Corresponding author: Maizuru Fisheries Research Station, Field Science Education and 

Res印刷 Cente1；伶otoUniversi初 Nagahama,Maizuru，母oto625-00紙 J中 an(e-mail: 
mebaru@kais.かoto-u.。c必j

クサウオ科魚類は，太平洋と大西洋の温帯か

ら寒帯域で爆発的に種分化在遂げたグルー

プで，水深数メートルの潮間帯から 7,000mを超

える超深海にまで生息する（Chemovaet al., 

2004）.日本からは疑問種をあわせると，現在ま

でに 52種が知られている（中坊・甲斐， 2013; 

Oηet al., 2015）.しかし，いくつかの種は原記載

以来ほとんど報告がなく，十分な形態的および生

態的知見が得られていない（Sak旧aiand Shinohara, 

2008）.今回，岩手県宮古市の太平洋沿岸から得

られたクサウオ科魚類を観察したところ，クサウ

オ属 LiparおScopoli,1777のアマクサウオLiparis

bikunin Matsubara and lwai, 1954に同定された．本

種は北海道釧路市の浅海域から採集された 15個

体をもとに新種として記載されて以来，これまで

報告がなかった．そこで，今回得られた標本を本

種の南限記録として報告するとともに，これまで

知られていなかった生鮮時の色彩およびクサウオ

科魚類の分類に有効であると言われる胸鰭の射出

骨の形態（Chemovaet al., 2004 ; Orr and Maslenikov, 

2007）について記載する．

計数および計測方法は Andriashevand Stein 

(1998）に，頭部感覚孔の配列に関しては Steinet 

al. (2001）に従った．脊椎骨数，背鰭軟条数，轡

鰭軟条数は軟X線撮影を行って計数した．射出

骨の観察は，右側の肩帯にアリザリンレッドによ

る染色を施して行った．本研究に用いた標本はす

べて京都大学の魚類標本コレクション（FAKU)

に保管されている．

Liparis bikunin Matsubara and lwai, 1954 

アマクサウオ

(Fig. 1) 

記載標本 FAKU132515，標準体長（SL)45.5 

mm，雌，岩手県宮古市日出島， 2010年 5月25日．

識別的特徴本種は鼻孔が2対で後鼻孔が頭部

側線孔よりも小さく目立たないこと，偲孔下端が
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胸鰭第 3-6軟条の高さに達すること，背鰭軟条数

が 3235，啓鰭軟条数が 2528，胸鰭軟条数が

31-35の範囲にあることで，同属他種から区別さ

れる（Matsubaraand Iwai, 1954 ; Kido, 1988；本研

究）．

記載 背鰭軟条数は 33，轡鰭軟条数は 26，胸

鰭軟条数は 32，脊椎骨数（腹椎＋尾椎）は 10+ 
28，幽門垂数は 16.

頭長は 26.5%SL. 休はやや太く，体幅は 13.3%

SLで，旺門より後半は側肩する．体表には骨質

状の小突起は見られない．眼は小さく，眼径は

4.9% SL，両眼間隔は 7.8%SL. 口はほぼ水平に聞

き，上顎と下顎はほぼ同長．上顎長は 9.8%SLで，

その後端は眼の前縁を通る垂線に達する．上顎と

下顎には 3葉の歯が並び，歯帯を形成する． 鼻孔

は2対あり，前鼻孔は大きく目立つが，後鼻孔は

頭部側線孔よりも小さく目立たない．頭部感覚孔

の配列は 2-6-7-2（吻部に 2個，上顎から眼の後

方にかけて 6個，下顎から頬にかけて 7個，偲孔

上方に 2個）．問、子しはやや広く 7.4%SLで，その

下端は胸鰭第 5軟条の基部に達する．擬問、があ

る．背鰭には欠刻がない．背鰭起部は腹吸盤後端

の直上にあり，背鰭前長は33.1%SL. 尾鰭長は

17.8% SLで，尾鰭は載形で，背鰭後端と轡鰭後

端とわずかに連続する（尾鰭長の約 10%）.胸鰭

には欠刻があり，上葉は 17.8%SL，下葉は 12.0%

SL. 腹吸盤はやや大きく， 11.6%SL. 胸鰭の射出

骨は 4個で，上から 3個は互いに接近し，大きな

欠刻がある（Fig.IB）. 最下部のものには欠刻は

なく，長方形に近い．

色彩 生鮮時，頭部は褐色で，体は淡褐色．背

鰭と轡鰭は褐色．尾鰭と胸鰭は淡褐色で不定形の

褐色帯がある（Fig.lA）.腹部と腹吸盤は白色．

70%エタノール保存下では，体はほぼ一様に淡褐

色で，背鰭と腎鰭のみ褐色．尾鰭と胸鰭には褐色

帯が残る．

分布 北海道釧路市および岩手県宮古市沿岸

(Mats由araand Iwai, 1954 ; Kido, 1988；本研究）．

備考 本標本は鼻孔が 2対あること，擬偲をも

つこと，腹吸盤をもっとと，射出骨数が4で，そ

のうち上から 3個については凹みがあること，胸

鰭軟条数が啓鰭軟条数よりも多いことなどで，ク

サウオ属に該 当 する（Kido,1988 ; Chemova, 

2008）.さらに，後鼻孔が頭部側線孔よりも小さ

く目立たないこと，鯨孔下端が胸鰭第 36軟条の

高さに達するとと，背鰭軟条数が 32-35，啓鰭軟

条数が 2528，胸鰭軟条数が 3135の範囲にある

ことで，アマクサウオ L.bikuninのホロタイプ（Fig.

2）およびパラタイプの特徴と一致した（Matsubara

and Iwai, 1954 ; Kido, 1988；本研究）．日本産の本

属魚類では，本種 とカンテンピクニンLiparis

frenatus (Gilbert and Burke, 1912）は，偲孔下端が胸

鰭第 3軟条よりも下に位置すること，背鰭軟条数

が 37以下，轡鰭軟条数が 31以下であることで類

似する（中坊・甲斐， 2013）.しかし，カンテン

ビクニンには，後鼻孔に突起がある（アマクサウ

オにはない）ことで明瞭に区別できる（中坊・甲

斐， 2013；本研究）．なお， Kido(1988）は，本

種の月工門が腹吸盤後端よりも啓鰭起部に近いとし

ており， Chemova(2008）も本種の標本を観察 し

ないままそれに従 った．しかし，本研究でL

bikuninのホロタイプを確認したところ，腹吸盤

から月工門までの距離（3.3mm）は轡鰭起部から旺

門までの距離（4.8mm）よりも短いことがわかっ

た．今回，新たに得られた標本でも，そのように

なっており，旺門の位置も考慮に入れてクサウオ

属内に亜属を設定した Chernova(2008）の分類は，

再検討の余地がある．

Fig. 1. Fresh condition of Liparis bikunin (FAKU 132515, 45.5 mm SL), collected from Iwate, 

northern Japan (A). Lateral view of right pectoral girdle (outer side) (B). s: scapula, r: proximal radials, 

c: coracoid. 
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Fig. 2. Holo句rpeof Liparis bikunin, FAKU 13318, 50.7 

mm Sし

今回，岩手県から得られた標本は，ホタテ養殖

の貝殻の隙聞から採集された．また，直径約 0.8

mmの成熟卵を多数もっており， 岩手県における

本種の産卵時期は 5月頃である可能性が高いと考

えられる．

比較標本 アマクサウオLiparisbikunin : FAKU 

13318, 50.7 mm SL，ホロタイプ， 北海道釧路市 ；

FAKU 13305-13307, 13311, 55.0-68.7 mm  SL， パ

ラタイプ，北海道釧路市．カンテン ビクニ ン

Liparis jトenatus: FAKU 13295, 13308, 63.2-66.9 

mm SL，北海道釧路市．
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